
決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告（
概
要
）

【
認
定
第
１
号
】「
令
和
３
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
を
認
定
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委
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長

■
主
な
質
疑

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
Ｃ
Ｍ
、
Ｐ
Ｒ
、
広
報

紙
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

　
　
　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
の
目
的
は
、
市
の

知
名
度
・
認
知
度
の
向
上
や
、

来
訪
者
増
加
な
ど
に
主
眼
を

置
い
て
始
め
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
、
南
島
原
食
堂
の
運
営

や
、
観
光
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル

ム
の
「
夢
」、「
記
憶
の
灯
」、

シ
ョ
ー
ト
ア
ニ
メ
「
巨
神
と

氷
華
の
城
」
を
制
作
し
、
知

名
度
向
上
に
つ
な
げ
て
い

る
。

　

広
報
紙
は
、
１
万
７
，
２

０
０
部
を
作
成
し
、
各
世
帯

や
図
書
館
、
市
内
各
施
設
、

県
内
の
各
公
共
施
設
、
コ
ン

ビ
ニ
、
福
祉
施
設
、
美
容
室

等
に
も
配
布
を
し
て
い
る
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
と

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
一

体
化
す
る
よ
う
な
こ
と
を
聞

い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

令
和
５
年
度
に
、Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
事
業
と
商
工

会
が
行
っ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
を
統
合
し
、

一
本
化
で
事
業
を
進
め
る
よ

う
、
今
商
工
会
と
協
議
を
し

て
い
る
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　
奨
学
資
金
は
、
南
島

原
市
に
残
っ
た
場
合
、
市
が

補
助
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
目
標
は
９

人
だ
っ
た
が
、
４
人
し
か
実

績
が
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

奨
学
資
金
償
還
補
助

金
事
業
の
目
標
と
し
て
、
新

規
の
補
助
対
象
者
数
を
９
名

と
し
て
い
た
が
、
実
績
が
４

名
で
、
達
成
率
は
、44
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。
新
し
く
償

還
を
さ
れ
る
方
に
は
、
償
還

の
案
内
と
一
緒
に
補
助
金
等

の
案
内
も
送
付
し
て
い
る
が
、

目
標
に
及
ば
な
か
っ
た
。

　
　
　
学
校
給
食
関
連
施
設

整
備
事
業
で
、
こ
の
新
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
、
及
び

全
て
の
事
業
費
が
幾
ら
に

な
っ
た
の
か
確
認
し
た
い
。

　
　
　

ト
ー
タ
ル
で
、
21
億

５
，
０
５
０
万
円
程
度
と

な
っ
た
。そ
の
内
訳
と
し
て
、

設
計
管
理
費
で
５
，
６
２
４

万
６
千
円
、
本
体
工
事
費
で

15
億
５
７
１
万
４
千
円
、
厨

房
機
器
購
入
で
４
億
３
，
６

３
５
万
９
千
円
、配
送
車
両
・

食
器
食
缶
購
入
で
１
億
２
，

７
７
５
万
７
千
円
、
そ
の
他

費
用
と
し
て
２
，
４
４
７
万

円
、
合
計
で
21
億
５
千
万
程

度
に
な
っ
て
い
る
。

〈
環
境
水
道
部
関
係
〉

　
　
　
合
併
浄
化
槽
は
、
毎

年
、
何
基
ま
で
と
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　

年
間
の
限
度
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
は
１
８
０
基

を
予
定
し
て
お
り
、
来
年
度

以
降
に
つ
い
て
は
、
制
度
が

変
わ
っ
た
り
す
る
た
め
、
内

部
で
何
基
に
す
る
か
調
整
を

図
る
段
階
で
、
今
の
と
こ
ろ

何
基
と
は
言
え
な
い
。

〈
建
設
部
関
係
〉

　
　
　
住
宅
の
使
用
料
の
未

収
入
金
に
つ
い
て
説
明
を
。

　
　
　

収
入
未
済
額
の
内
訳

は
、現
年
分
が
３
５
６
万
２
，

７
０
０
円
で
収
納
率
が
97
・
８

％
、
過
年
度
分
が
１
，
０
６

８
万
５
，
９
０
０
円
で
収
納

率
が
16
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
整
備
の
事
業
費
は
、35
億

円
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
ど

の
く
ら
い
使
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

前
年
度
ま
で
は
、
全

体
で
26
億
円
の
事
業
費
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
保
育
園
に
預
け
て
い

る
園
児
が
具
合
が
悪
く
な

り
、
働
か
れ
て
い
る
女
性
が

困
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
。

島
原
市
で
は
病
院
と
連
携
を

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
だ

が
、
こ
の
様
な
制
度
を
取
り

入
れ
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
こ
れ
は
病
気
中
の
児

童
・
園
児
を
預
か
って
、
そ
こ

で
保
育
を
す
る
と
い
う
事
業
。

４
年
度
か
ら
、
南
島
原
市
の

児
童
も
、
こ
の
病
児
保
育
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉

　
　
　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
適
正
処
理
事
業
で
、

２
千
万
円
ほ
ど
支
出
が
あ
る

が
、
農
業
者
が
購
入
す
る
廃

プ
ラ
マ
ル
チ
も
含
め
て
２
千

万
円
な
の
か
。

　
　
　

マ
ル
チ
の
処
理
料
だ

け
で
、
購
入
費
用
は
入
っ
て

い
な
い
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
処
理
す
る
た
め
の
補
助
。

　
　
　
新
規
就
農
総
合
支
援

事
業
の
中
で
、
実
績
の
24
人

は
農
業
後
継
者
な
の
か
。
こ

の
中
に
、
移
住
で
来
ら
れ
た

新
規
就
農
者
は
い
る
の
か
。

　
　
　

移
住
で
来
ら
れ
た
方

も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
24
人

に
つ
い
て
は
、
５
年
間
継
続

し
て
受
給
し
て
い
る
方
も
含

ん
で
い
る
。

　
　
　
農
家
も
人
手
不
足
と

聞
く
割
に
は
、
農
援
隊
支
援

事
業
で
は
、
目
標
１
，
０
５

６
人
に
対
し
て
実
績
が
２
２

５
人
、
達
成
率
は
21
・
３
％
。

実
績
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
が
農
援
隊
を
雇

い
、
必
要
な
農
家
に
派
遣
し

て
農
作
業
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
実
績
が
少
な
い
理
由

は
、把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

農
家
側
が
雇
い
た
い
と
き
に

必
要
な
人
が
来
て
く
れ
る

か
、
と
い
う
の
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
農
援
隊
の

数
自
体
に
も
限
り
が
あ
り
、

農
繁
期
に
集
中
す
る
等
の
理

由
か
ら
、
実
績
が
伸
び
て
い

な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
が

未
だ
に
市
民
の
中
に
は
反
対

意
見
が
あ
る
。
新
給
食
セ
ン

タ
ー
を
建
て
る
の
に
11
億

円
、
そ
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
を
す
る
た
め
と
い
う
よ
う

な
説
明
が
あ
っ
て
、
29
年
に

は
予
算
が
莫
大
に
倍
ぐ
ら
い

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
質
問
が
出
て

い
た
。
最
終
的
に
は
、
21
億

円
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
未
だ
に

反
対
が
あ
る
。

　

ま
た
、龍
石
の
人
た
ち
は
、

大
雨
が
降
っ
て
も
避
難
す
る

と
こ
ろ
が
な
い
、
そ
う
い
う

こ
と
も
出
て
い
る
。
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